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神戸市立小磯記念美術館

神戸市立小磯記念美術館
〒658-0032　神戸市東灘区向洋町中 5 丁目 7（六甲アイランド公園内）

TEL：078-857-5880　FAX：078-857-3737

　　　　　　午前 10 時～午後 5 時
　　　　　　※入館は閉館の 30 分前まで

　　　　　　毎週月曜日（月曜日が祝休日の時は直近の平日）
　　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3）、展示替期間など

　　　　　

　　　　　　◎ただし、特別展などの入館料はその都度定めます。
　　　　　　◆高校生以下の方は無料
　　　　　　◆神戸市在住の 65 歳以上の方は特別展開催時は半額、
　　　　　　それ以外の展示は無料（住所・年齢のわかるものをご持参く
　　　　　　ださい）。
　　　　　　※詳しくは美術館までお問い合わせください。

　　　　　　●JR「住吉駅」または阪神「魚崎駅」乗り換え
　　　　　　六甲ライナー「アイランド北口駅」
　　　　　　（住吉駅から徒歩 7 分、魚崎駅から 5 分）下車、西へ徒歩すぐ
　　　　　　●阪急「御影駅」の南側より、みなと観光バス131系統にて
　　　　　　「ウエストコート 3 番街前」下車すぐ
　　　　　　　※美術館の地下に六甲アイランド公園西駐車場（有料）があります。

■開館時間

■休 館 日

■入 館 料

■交　　通

個　人 団体 (30 名以上 )

一　般 200 円 160 円
大学生 100 円 50 円

六甲アイランドには小磯記念美術館のほかにも、神戸ゆかり
の美術館と神戸ファッション美術館があり、芸術・文化ゾー
ンを形成しています（ 3 館で相互割引があります。一部の展
示で割引がない場合もあるため、詳細については各館にお問
い合わせください）。

六甲アイランド美術館めぐり

中庭にあるアトリエ
平日、午後にインフォメーション・スタッフが中庭に移築さ
れた小磯良平のアトリエで解説。

展覧会にあわせて、学芸スタッフによるギャラリーツアー
もしくは解説会を適宜行います。また、美術講座をはじめ、
講演会や関連講座、子供向けワークショップ「びじゅつ
かん大作戦」、一般の方も対象としたワークショップや「赤
ちゃん家族の日」も随時開催いたします。

※詳細は美術館までお問い合わせください。

神戸市東灘区向洋町中 2－9－1

神戸ゆかりの美術館・神戸ファッション美術館　建物外観

TEL：078-858-1520 TEL：078-858-0050
神戸ファッション美術館

https://www.city.kobe.lg.jp/koisomuseum/
神戸ゆかりの美術館

小磯良平《大原女》制作年不詳　当館蔵

!!!prefix!!!_https%3A%2F%2Fwww.city.kobe.lg.jp%2Fkoisomuseum%2F


特別展Special  Exhibition

野田哲也《日記　1976 年 2 月 15 日》1976 年

Collection Exhibition

■：休館日　年間を通して展覧会スタンプラリーを開催します。ぜひご参加ください。

〈展示室 1・2〉

〈展示室 3〉

〈展示室 1〉

〈コレクション企画展示　展示室 2・3〉

〈展示室 1・2〉

〈展示室 3〉

〈展示室 1・2〉 〈展示室 1・2・3〉

〈展示室 3〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
企
画
展
示

昭
和
の
洋
画

―

没
後
８
０
年 

林 

重
義
作
品
を
中
心
に

小
磯
良
平
作
品
選
Ⅲ

Feature  Exhibition特別陳列

戦後神戸の女性画家二人展
松本奉山・中島節子―日本画・洋画　抽象の試み―

展示室 2｜ 画家たちの眼と
　　　　　小磯良平素描選
展示室 3｜ 小磯良平作品選Ⅰ

小磯良平作品選Ⅲ

小磯良平作品選Ⅱ

特別展Special  Exhibition

藤田嗣治　７つの情熱
LES 7 PASSIONS DE FOUJITA

時をかける版画 
小磯良平の版画と藝大版画研究室の人々

小磯良平展（仮称）
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特別展Special  Exhibition

6/29 Sun. ～ 9/15 Mon.4/11 Fri. ～ 6/22 Sun. 10/4 Sat. ～ 12/14 Sun. 1/10 Sat. ～ 3/22 Sun.～ 4/6 Sun.
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当館で収蔵する小磯良平の作品を展示します。

小磯良平は素描の名手でした。奥入瀬（青森県）
や小豆島（香川県）に取材した風景作品を特集展示
します。また古家 新、中西利雄、桝井一夫、鴨居 
玲などの作品を展示します。

当館で収蔵する小磯良平の作品を展
示します。
2025 年は戦後80年を迎えます。従軍
画家として描いた素描などを展示し
ます。

小磯良平《少女》　制作年不詳　当館蔵 小磯良平《兵士習作 H》1938-41 年頃 コンテ、水彩・紙　当館蔵

日本画家・松本奉山（1925-2010）は 1938 年に神戸
市灘区に転居し、渡米をきっかけとして独自の水墨
画を制作しました。洋画家・中島節子（1924-1979）
は神戸市に生まれ、小磯良平に師事、1957 年に新
制作展新作家賞を受賞し、同展を主な作品発表の場
としました。抽象性の高い二人の作品をたどります。

藤田嗣治（レオナール・フジタ／1886-1968）は、東
京美術学校を卒業後に渡仏し、「乳白色の下地」の
女性像でエコール・ド・パリの代表的作家となりま
した。本展では藤田が情熱をかたむけた７つのキー
ワード（自己表現、風景、前衛、東方と西方、女性、
こども、天国と天使）に注目し、藤田の創作の源泉
に辿ります。藤田のカタログ・レゾネを編纂したシ

ルヴィー・ビュイッソン氏
の監修のもと、フランス国
内の個人が所蔵する版画、
デッサン、水彩を中心に展
覧します。あわせて藤田と
ゆかりのある日本人美術家
たちの作品や資料を展示し
ます。

国内外で所蔵される小磯良平の和装の婦人像を特集
した展覧会を予定しています。詳細が決まり次第、
当館公式ウェブサイト等でお知らせします。

戦前から版画に関心を持っていた小磯良平は、戦後、
東京藝術大学で教鞭をとり、版画教室の開設に尽力、
指導を小野忠重、脇田 和、駒井哲郎など各分野の
名手に委ねました。小磯の銅版画の刷りの一部を中
林忠良が担当しています。彼の同級生には星野美智
子、野田哲也、柳澤紀子など現在も第一線で活躍す
る版画家たちがいます。本展では版画研究室をめぐ
る指導者と教え子たちの作品を紹介します。

松本奉山《ニューヨークの夕暮》　1969 年　
大本山　摩耶山天上寺蔵

中島節子《トリオ》　1956 年　
神戸市立小磯記念美術館蔵

柳澤紀子《館Ⅲ》1997 年中林忠良《剥離される風景Ⅲ》1972 年

星野美智子《バベルの図書館－崩壊》2000 年

画像：作家提供

藤田嗣治《自画像》1960 年　木版・紙
37.5 x 29 cm　個人蔵　フランス
© Fondation Foujita / ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2025 G3777

小磯良平《着物の女》1936 年
油彩・キャンバス　当館蔵

小磯良平《婦人像》1956 年
油彩・キャンバス　当館蔵

―続報をお待ちください―


